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１．はじめに

　平成26年10月より最長5年間の計画で、内閣府
の主導によりNEDO（国立研究開発法人新エネル
ギー・産業技術総合開発機構）からの委託を受け、
SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）／革

新的設計生産技術（佐々木直哉プログラムディレク
ター）／「三次元異方性カスタマイズ化設計・付加
製造拠点の構築と地域実証」が、大阪大学、パナソ
ニック（株）、地方独立法人大阪府立産業技術総合
研究所（産技研）、帝人ナカシマメディカル（株）、
川崎重工業（株）、大阪府立大学、京都大学、東京
大学を主要機関として採択された (1)。本採択拠点は、
「革新的な技術研究開発をつなぐ異方性カスタム拠
点を形成し新たなものづくりスタイルを構築する」
をモットーに金属Additive Manufacturing（AM）
を含む超上流でのものづくりのイノベーションを探
索するための活動をスタートした。本報では、拠点
の概要とともに大阪大学工学研究科に新設した異方
性カスタム設計・AM（3Dプリンター）研究開発
センターを通した拠点の司令塔としての“大学（学）”
の取り組みを紹介する (2)。

２．SIP拠点の概要

　関西をはじめとする日本の製造企業（ものづくり
産業）は国際競争力を失い、シェア低下、業績の低
迷を招き、もはや「日本はものづくり大国」である
と考えるには程遠い状況が生じ始めている。これは
顧客の「平均的・画一的」なニーズに対応する類似
商品群の乱立が、コモディティ化を促すことで、も
のづくりを行うほどに赤字が増加するといった負の
スパイラルを生み出しているためである。本拠点で
は、こうした現状を打破するため、関西エリアにて
「平均化・画一化」から「異方性カスタム化」へと、
ものづくり概念を根底から覆す高付加価値化製品を
生み出すための進化するイノベーションスタイルを
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図3　大阪大学異方性カスタム設計・AM研究開発
　　　センターの外観

図2　異方性カスタム製品の事業化、進化する拠点
　　　の構築

図1　材質・形状パラメータ同時制御による異方性・
　　　カスタムの実現

構築し、世界に先駆けた異方性カスタム市場の開拓、
加えて、関西発の新ものづくり手法を日本、さらに
は世界に発信することを目的としている。具体的に
は、最適化デライト設計を上流概念とし、付加製造
（三次元積層造形）を用い、これまで困難とされて
いた材質・形状パラメータを異方性エンジンにより
同時制御することで、「高付加価値化にむけた異方
性カスタム」を実現することを超上流設計思想とし
ている（図1参照）。

　当拠点は、関西地域の強み（地域資源）である金
属材料を中心とし、家電、生体医療福祉分野、航空・
エネルギー分野の経済成長に向けた異方性カスタム
製品（カスタム冷熱デバイス製品、カスタム照明、
カスタムインプラント、材質・形状制御タービンブ
レードなど）を初期に設定し、大阪大学工学研究科
が中心となって、牽引企業としてのパナソニック（株）、
帝人ナカシマメディカル（株）、川崎重工業（株）等
とともに、関西ものづくり拠点化への先導的役割を
担う（図2参照）。新しいものづくりに向けて顧客
起点の設計・生産過程の一気通貫モデルならびに新
規デライト指標の妥当性を地域実証により検証する
とともに、超上流設計思想の啓蒙活動を通じて、大・
中小企業の参画を推進し、絶えず進化し続けるもの
づくり拠点の構築を担う。その中核として、難加工

材の積層造形装置を備えた異方性カスタム設計・
AM（3Dプリンター）研究開発センターを大阪大学
工学研究科に設置し、進化するプラットフォームと
して機能させるとともに、デライトアセスメント®

（満足度や喜び品質の感性指標の評価とフィードバ
ック）(3)により、絶えずデライト度を高める。最終
的には参画する企業群が有機的にクラスタ化し、進
化するイノベーションスタイルの好例となることで、
出口を見据えた淀みないものづくりスタイルが構築
されることを目指している。

３．異方性カスタム設計・AM（3Dプリンター）

　研究開発センター

　関西地域の特色あるものづくり企業が連携する技
術プラットフォームとして、大阪大学異方性カスタ
ム設計・AM（3Dプリンター）研究開発センター
を平成26年12月 1日に大阪大学吹田キャンパス内
フロンティア研究棟2号館（F2棟）2階に設置した
（図3参照）。本AMセンターでは三次元異方性製品
のカスタム製造、ソフト・ハード一体化付加製造シ
ステム開発、人材交流、人材育成／教育を実践して
いる。AMセンターは関西地域の産業的な強み（難
加工材製造・加工産業、家電産業、生体医療福祉産
業）を活かし、この領域における「知の交流拠点」
としての役割を果たす。設置場所である大阪大学工
学研究科は、難加工材の材質・形状制御技術におけ
る高い知識基盤を有するとともに、“Industry on 
Campus”を掲げ企業－大学研究者がともに研究室
を運営する共同研究講座の発祥の地であることから、
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図4　難加工材の積層造形装置
　　　（左）レーザービーム積層造形装置
　　　（右）電子ビーム積層造形装置

従来から多くの著名な研究者や有力企業との交流拠
点として機能している。さらにAMセンターでは、
参画機関のメンバーを教員・研究員として大阪大学
に招聘することで、機関の垣根を越えた有機的連携
を実現している。
　AMセンターには超上流設計思想と最適化設計技
術を即座に具現化できる最先端の金属積層造形装置
2台（電子ビーム積層造形装置Q-10（ARCAM社）、
レーザービーム積層造形装置EOS M 290（EOS社））
（図4参照）、各種加工装置とともに、設計、応力・
熱解析、3次元データ処理等のソフトウェアが導入
されている。さらに同じ空間に、製造装置（積層造
形装置）と最適化設計・デライトアセスメント設備
を共存させた一体化ルームを設置することで顧客起
点の一気通貫モデルの具現化の検証が可能である。
上記以外の大学保有の設備も合わせ、新しいものづ
くりスタイルの構築のための技術プラットフォーム
として相応しいセンターとして機能している。

　センターはプロジェクトの成果発信の場としても
活用され、内閣府より公表された基本的取組方針「国
民との科学・技術対話」の積極的実施に基づき、大
学祭を利用したものづくり教室や公開シンポジウム
『SIP異方性カスタム拠点キックオフ公開シンポジ
ウム』など一般の方も参加できる双方向コミュニケ

ーション活動による発信を積極的に行っている。今
後も顔の見える形での成果の発信方法を模索しなが
ら進めていく予定である。これらセンターの取り組
み等、また、上記拠点の概要等はパンフレットとと
もにAMセンターが運営しているホームページ（HP）
を通じて継続的に発信している（付加製造拠点：
http://www.mat.eng.osaka-u.ac.jp/sipk/、AMセン
ター：http://www.mat.eng.osaka-u.ac.jp/sipk/am/）。

４．おわりに

　大阪大学工学研究科附属異方性カスタム設計・
AM（3Dプリンター）研究開発センターは、今後
もハード・ソフト両面から、産学官連携による研究
開発推進のための仕組みづくりを模索し、参画機関
が連携融合し、革新的設計と生産技術が一体化した
ものづくりシステムを構築するためのプラットフォ
ーム拠点として有効に機能することを目指している。
なお、拠点では持続的にイノベーションを生み出す
システム（進化するイノベーション）の構築を掲げ
ており、そのプラットフォームそのものも日々進化
させていく必要がある。そのため、本報はあくまで
現状報告（執筆時点）であることをご理解いただく
とともに、“未来のものづくり”を切り開くべく進
化する今後のAMセンターの動向にご注目いただ
きたい。
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